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児童相談室へ自分の子どもの問題について相談にくる親たちの多くは，心理療法についての知識を
もっておらず，一度だけの面接で，相談室の専門家から問題の解決方法を教えてもらえるものと単純
に考えている。その意味では，親は教えをうけるあるいは指導してもらうという受身的な姿勢にあり，
子どもの問題を自分のものとしてひきうける心構えは，まだできていないのが普通である。
したがって，親から相談をうけた専門家が一回だけの面接でなく，継続面接あるいは心理療法の必
要性があると判断した場合，まずその必要性について親に伝えるとともに，心理療法というものを，
とくに子どもに対してなされる遊戯療法について説明しておく必要がある。遊戯療法という言葉は，
しばしば誤解を招きやすいからである。親たちにとって，遊戯はレクリエーションを意味し，楽しむ
というととである。それ放に，家でも公園でもよく遊んでいる子どもが何故相談室まで来て，遊びを
しなくてはならないのかという疑問を親はもっ。 Ginott(21 は次のようK簡単な説明をすればよいと
いっている。すなわち，決定をする乙と，独立心を得るとと，建設的な方法で自分の感情や考えを表
現するととを学ぶために，子どもたちが遊戯時閣を如何に使っているかという ζとについてである。
専門家は，心理療法の必要性と相談室として継続面接をする用意のあるととを殺に告げるが，心理
療法をうけるかどうかについての決定は，親がなすべきととであって，子どもに託されているのでは
ない。その理由は，子どもについて責任をとっているのは，相談にやってきた毅自身であり，またと
のような重要な問題は，子どものうぶな精神で解決されるものではない。小さな子どもの場合，自分
の能力を超えた事柄iζ関して，賢明な選択はできない。子どもに選択を許す乙とは，子ども自身の意
志で治療を停止する権利を認める乙とにもなる。子どもはそのような特権は喜ばないし，自分を治療
に委託することもなく，治療を継続するか停止するかをきめる責任もまたもっていない。子どもは大
人の権威者が必要と思う限り，治療をうけ続けるのである。 Ginott(21はとのような見解をはっきり
と示している。
児童心理療法のあり方としては，子どものみが治療をうける場合，あるいは殺のみがカウンセリン
グをうける ζ ともあるが，乙れはどくまれな乙とであって，原則として，親子ともに心理療法をうけ
るととになっている。
心理療法は， 一般に治療をうける意欲のないものには効果はあまりあがらないといわれる。すなわ
ち，来談者の動機づけが大きな意味をもっ。専門家が状態を見て異常であると判断しでも，自分自身
それほど異常であると思っていないもの，あるいは異常な状態に満足しているものは，治療を求める
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意欲は少ないであろう。しかし，子どもの場合は'.'先にも述べたように，子ども自身の意欲の有無は
あまり問題とならない。子どもは自ら治療巷求めて来室することばまずないといってよく，多くは親
に連れられてくるのである。むしろ，問題は親の方に意欲があるかどうかという ζとになってくる。
子どもの乙とで非常に悩んでおり，不安定になってい'る自分を，まず何よりも何とかしたいと思って
いる親は，非常に意欲が強いといえる。それとは反対に，学校の教師にすすめられて一応来室したけ
れども，親自身さほどその子が問題であるとは思っていない，あるいは子どものととにはあまり関心
をもっていない場合は，治療を継続しようと，レ之もなかなかやりにくい。また子どもが問題であるこ
とを認め，継続直接のために子どもとともに来室する親であっても，治療をうけるのは子どもであり
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.G己首dliri(，~)込もいうよう‘1('[， .i心理治療は一つの変化過程であ渇弘、治療経験は成長過程なのである。1
fL，'瑳療法はおいて;:治療者占クラ‘イエントとめ聞に展開される人間関係はt.l宵'常生活におけるそれと
は異なり，独特の特異なものである0・それは，人間としてお互いの尊敬と尊重を基礎iとしてかきずき
上げでいえ信頼関係?であるといえる。クライエントは大人も子どもも， 1ケの人聞とじでの白々 己を発
見して， λ格の変容や行動の変化を示し，人間関係における適応も可能となっていく。 とーのような変
イじを起させているもの，心理治療たらしめているものは一体何であるのか。 ζれらの問題は久何とい
っても専門家による治療実践とそれにもとラく研究によっ?て，次第に明らかになっていくものであ
る。現在の時点において考えられる治療的要因としては，
て(1):'-治療着り要因
(2) クラ司i ン卜 :(見童心理療法の場合は，親と子ども)の要因
(3) 治療関係 4治療者とクライエントとの聞における)
があげられるふ児童心理療法における ζれらの治療的要因を，筆者なりの実践と研究を通じて明ら
かにI しつつあるが，それは次の機会にゆずりたい。
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